
 

 

秋
季
諏
訪
神
社
祭
礼 

 

訪
神
社
秋
季
祭
礼
は
神
社
奉
賛

会
・
浜
野
町
内
会
主
催
に
よ
り
、
三
連

休
の
十
月
７
日
に
宵
祭
に
奉
納
演
芸
、

８
日
に
本
祭
り
が
実
施
し
ま
し
た
。 

浜
野
町
祭
り
は
元
来
十
月
十
五
日

が
祭
礼
日
で
す
が
、
祭
礼
準
備
や
後

整
理
、
担
ぎ
手
の
取
集
を
考
慮
し
三

連
休
で
の
実
施
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

今
年
は
新
た
に
グ
リ
ー
ン
ス
テ
ー
ジ

町
会
が
加
わ
り
ま
し
た
、
ま
た
、
旭
１

と
２
町
会
が
一
つ
に
ま
と
ま
り
、
浜
野

二
十
一
町
会
と
浜
野
東
自
治
会
の
高

張
り
提
灯
が
神
社
に
集
結
し
ま
し
た
。 

昨
年
は
大
雨
の
宮
出
し
で
し
た
が
、

今
年
は
静
か
か
な
３
日
間
で
、
絶
好
の

祭
り
日
和
で
し
た
。 

宮
だ
し
・
渡
御 

八
日(

日)

九
時
に
神
儀
を
済
ま
し

た
親
神
輿
、
子
供
神
輿
は
予
定
よ
り

早
く
宮
出
し
渡
御
し
ま
し
た
。
午
前

中
は
北
二
・
柳
町
・
浜
新
田
・
浜
東
・
五

反
田
・
山
王
・
蛇
島
の
一
区
、
午
後
か

ら
は
田
町
を
出
発
し
、
旭
・
駅
通
り
・

南
２
・
北
一
・
仲
東
・
そ
し
て
柳
町
を
渡

御
。
山
王
町
会
は
日
本
語
学
校
の
生

徒
も
担
ぎ
ま
し
た
。 

 

宮
入
り 

午
後
五
時
半
、
柳
町
に
到
着
、
柳

町
会
で
提
灯
に
灯
り
が
入
れ
ら
れ
、

神
輿
が
宮
入
り
の
準
備
を
し
ま
し
た
。 

今
年
か
ら
は
、
二
十
一
町
会
、
一
自

治
会
（
浜
野
東
）
の
高
張
り
提
灯
に
迎

え
ら
れ
か
つ
ぎ
手
も
お
お
い
に
感
動
し
、

祭
の
終
わ
り
を
惜
し
み
な
が
ら
、
最
後

ま
で
力
い
っ
ぱ
い
担
ぎ
大
い
に
盛
り
上

が
っ
た
宮
入
り
で
し
た
． 

各
町
会
に
於
か
れ
ま
し
て
は
事
前

の
準
備
や
当
日
の
手
配
お
疲
れ
様
で

し
た, お

か
げ
で
祭
事
を
無
事
に
行
う
が

事
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
伝

統
あ
る
浜
野
の
祭
を
継
承
し
て
行
き

た
い
と
考
え
ま
す
。 

 



 

 

７
日
の
宵
祭
り 

奉
納
演
芸
と
歌
謡
シ
ョ
ウ 

青
年
部
に
よ
る
は
完
売 

７
日
は
風
も
な
く
穏
や
か
な
一
日

で
し
た
。
１
８
時
３
０
分
に
奉
納
演
芸

は
予
定
通
り
開
演
と
な
り
ま
し
た
。 

ス
タ
ー
ト
は
カ
ラ
オ
ケ
、
福
良
光
義

さ
ん
の
「
親
子
船
」
、
南
町
会
の
ケ
ニ
と

リ
サ
さ
ん
に
よ
る
ギ
タ
ー
演
奏
と
唄
で

「
ダ
イ
ヤ
ナ
」
を
、
次
に
踊
り
で
は
「
御

座
敷
小
唄
」
等
、
最
後
は
ブ
ラ
ジ
ル
生

ま
れ
の
日
系
歌
手
「
山
城
カ
ミ
ー
ラ
美

幸
」
さ
ん
の
歌
謡
シ
ョ
ウ
で
お
楽
し
み
い

た
だ
き
ま
し
た
。
諏
訪
神
社
境
内
は
賑

や
か
な
拍
手
や
笑
い
声
で
包
ま
れ
ま

し
た
。 

浜
野
町
内
会
青
年
部
に
よ
る
出
店

で
は
「
焼
き
そ
ば
」
、
「
生
ビ
ー
ル
」
、
「綿

あ
め
」
が
好
評
で
い
ず
れ
も
完
売
、
子

供
も
大
人
も
お
お
い
に
宵
祭
り
を
楽

し
む
事
が
出
来
ま
し
た
。 

最
後
に
恒
例
と
な
り
ま
し
た
豪
華

景
品
が
当
た
る
く
じ
引
き
を
行
い
奉

納
演
芸
は
終
演
と
な
り
ま
し
た
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